











































































































































































































































































































北　星　論　集（文） 　第 57 巻　第２号（通巻第 71 号）
　例えば，「社会科教育実践指導」は主とし
て中学校社会科の授業実践を学ぶ科目である
が，地理または公民の授業で，区役所からハ
ザードマップを入手し，それを活用した模擬
授業を必ず行っている。学校安全は，科目横
断で推進していくことで，子どもたちが多角
的な視点で命を守る行動ができるようになる
と考えられるからである。
ハザードマップを活用しての模擬授業の様子
　講義で使用しているスライドの中から，学
校における事件・事故の事例研究の部分を添
付した。
─ 91 ─
教職課程における「学校安全」
グループで話し合う学生の様子
4．今後の課題
　教師は子どもの命を守ることが最大の責務
であると私は考えている。
　不登校やいじめなどの学校課題のほかに，
何の落ち度もない子どもが登下校中不審者に
よって殺傷され，また，大型台風による大規
模な水害等の被害によって多くの人命が失わ
れるなどいたましい出来事が相次いでいる。
　教師は，学校の内外で子どもの命を守ると
ともに，子ども自身が自分の命を守ることも
教えていかなければならない。
　来年度小学校から全面実施される学習指導
要領では，特別活動の内容に「事件や事故，
災害等から身を守り安全に行動すること」が
盛り込まれ，ホームルームや学校行事等を通
し子どもたちに何を伝え，行動できるように
具体的に示すのかが問われていく。
　教員養成課程でもそれに対応できるように
講義内容を考えていくことが求められるもの
と考える。
　教職課程は，教員の養成段階に位置する責
任の重い講義を担当してる。今後は，より実
践に即した講義を行うとともに，学生が課題
意識をもって講義に積極的に参加する講義内
容と方法を更に工夫していきたいと考えてい
る。
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